
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 7回 理事会  

日 時 令和 3年 11月 12日  18:30～20:40 

場 所 Web会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、重松康志、浦川純二、 

永木照彦、大石勝規、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、田中拓郎、池田章子 

監事リモート：平野英三、柿田謙三 

書記大月雅之、狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、野原 尉 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）推進リーダー制度の会員申請状況について 

今月の申請者は 6 名。先月保留とした先生の要件を確認し、問題ないと判断する。今後はできれば事
前に確認できるような形を検討。審議の結果、提案通り可決された。 

２）協会指定管理者研修会に伴う士会長推薦書承認の件について 
12月 18日に第 2回管理者研修会を開催予定。2名申請あり。今後の申請については三役に一任する。
審議の結果、提案通り可決された。 

３）2022年度 長崎県理学療法学術大会について 
   案として、準備委員長は志岐理事を推薦。日程は 2022年 9月 10、11日。会場は、時津カナリーホー

ル。仮押さえの状況で、11月 18日までに本契約を結ぶ必要あり。日程が変われば 12月以降にずれ込
む見込み。今回は、ハイブリッドでの開催を検討。本来、長崎地区での開催であるが、長崎の会場で
は難しいと判断した。オンラインでの開催で会場が絞られる中、地区持ち回りの開催が難しくなって
いる。今後、開催形式についても検討していく。審議の結果、提案通り可決された。 

４）大村地区 理学療法啓発活動の実施について 
   大村地区で例年 12月に体力測定等、本会主催の啓発活動を行っていた。予算は 81,000円。コロナウ

イルスの状況を鑑み、1．予定通りやっていいか、2．規模縮小するべきか、3．中止とすべきか、とい
う相談あり。開催予定の会場に打診し、許可が下りれば 1の準備をする。1が無理なら 2、それも無理
なら 3と状況の変化に合わせることとする。審議の結果、提案通り可決された。 

５ 新入会承認について 
   入会 1名、休会 4名、退会 2名、復会 1名。審議の結果、提案通り可決された。 
（２）報告事項 
１）令和 3年度 上半期事業報告について 

   令和 3年度の上半期事業報告が完成。4月 1日から 9月 30日までで事業予定数が概算 48、実施が 32、
中止が 16。16 のうち教育学術局が 4、社会事業局が 8、地域局で 4。理由は、全てコロナウイルスの
ため。 

２）ぴーかんてらす 13号発刊について 
   ぴーかんてらす 13 号を発刊した。今年は通常版で市町の学校や役場などに配布。発送の段階で市町の

郵送先と同梱の鑑文宛名に齟齬があり、対応に事務局が翻弄した。広報部で鑑文の文言修正に取り組
む。 

 ３）令和 3年度 新人教育研修会について 
9 月 18 日に開催。C-3 領域で久毛先生、D-1 領域で林先生が講師。完全オンラインで参加はそれぞれ
14 名。e ラーニングに参加されている方が多いかと思う。新人教育受けていない方が増えていること
が考えられ、来年からの新生涯学習システムでは啓発、広報の検討も必要。 

 ４）令和 3年度 長崎県理学療法士協会 第 2回学術研修会について 
    9月 26日にインターナショナルホテルにてオンライン開催。参加者 85名。大学の坂本先生、記念病院

の片岡先生、山形県立保健医療大学の加藤先生にご登壇いただいた。臨床に落とし込んだデータの活
用方法を話していただき、たいへん好評だった。 

５）令和 3年度 長崎県理学療法士協会 第 3回学術研修会について 
10 月 24 日、同じくインターナショナルホテルでオンラインにて開催。参加者 120 名。うち県内参加
は 10名。講師は石井瞬先生でがんリハ、運動器の問題等の具体的なアプローチ等々の話。 

６）令和 3年度 第 1回島原地区勉強会について 
症例検討後に新しい施設の先生の紹介などもあり、ざっくばらんな内容。サテライトも難しく、各地
区にネットワーク強化や研鑚のための地区研修会開催をお願いしたところ島原地区が応えてくれた。
他地区でも開催していきたい。 

７）九州理学療法士学術大会 2021 from SASEBO,長崎 終了報告について 
10月 16、17日開催。参加者は 1000名を超え、うち約 6割が長崎。開会式は 300名を超え、各セミナ
ーも 250名以上の参加あり。県民公開講座も 300名以上の参加で、うち県民 78名参加。口述の質疑応
答のセッションも常時 40～60 名の参加があり、盛況だった。表彰について、最優秀が 1 演題、優秀が



3 演題。144 演題中リジェクトは 0。キャリアメールやドメイン設定等の問題で連絡がうまくいかなか
ったことが今後の課題。11 月 5 日に引継ぎ式を実施。福岡、熊本の担当者約 20 名が参加。NTT への
支払いが 11 月末にあり、その後監査となる。領収書はマイページに未反映で急を要する人には事務局
で対応した。今後、J-stageで検索できるよう業者とやり取りをする。 

（３）その他報告事項 
 １）長崎 J-RATとのコンソーシアムについて 

昨年からのコンソーシアムの件、事業が 9 月で終了。他に J-RAT や日病、病協、県リハなど 4 団体で
の研修会を行っている。 

 ２）九州ブロック臨床実習会議について 
養成校の負担や非会員の件等。県士会での持ち出しがあるのは大分と長崎だけ。三役で養成校と交渉
予定。 

 ３）ハラスメント研修会について 
   12 月 4 日開催予定。広報は事務局より一斉メール配信する。明るい職場づくりということで内容を考

えていただく。 
 ４）骨折予防啓蒙活動のリーフレット等について 
   骨折予防で啓蒙活動に使えるリーフレット等、早急に作り 1月中には配布したい。 
 ５）衆院総選挙について 
   長崎 1 区は残念な結果だったが、他の 2、3、4 区は自民党の現職の議員が当選。北村先生はリハ議連

でもあり、今後連携したい。 
 ６）中間監査について 
   12月 3日に開催予定。 

 


